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１ 第２次宇都宮市上下水道基本計画（H30）

2

・上下水道事業の概要

・将来の事業環境

・基本計画の概要

・基本計画の目標と施策の体
系

・施策・事業の推進

・基本計画の推進体制

第２次基本計画
の内容

第２次基本計画の位置付け
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国は，上下水道事業を取り巻く環境の大

きな変化に対応するため，将来を見据え

た上下水道の長期ビジョンを提示 

【水道】（新水道ビジョン） 

・ 安全な水道 

・ 強靭な水道 

・ 水道サービスの持続 

【下水道】（新下水道ビジョン） 

・ 循環型社会の構築に貢献 

・ 強靭な社会の構築に貢献 

第６次宇都宮市総合計画 

（平成３０年度から令和９年度） 

【関連計画】 

・ＮＣＣ形成ビジョン 

・総合治水・雨水対策推進計画 など 

整合 

第２次宇都宮市上下水道基本計画 

（平成３０年度から令和９年度） 

分野別計画 

【個別計画】 

・施設整備 ・施設管理 ・経営基盤  

など 

反映 

１ 第２次宇都宮市上下水道基本計画について

「第２次宇都宮市上下水道基本計画」は，上下水道局の経営理念のもと，これか

らの本市まちづくりの指針となる「第６次宇都宮市総合計画」の分野別計画として，

かつ，国の「新水道ビジョン」や「新下水道ビジョン」に示されている施策などの

視点を踏まえた地域ビジョンとして，今後の本市上下水道の進むべき方向を見据え，

事業を計画的かつ効果的に推進するために定めたものです。

本計画の計画期間は，2018（平成30）年度から2027（令和9）年度までの10年間

（前期5年・後期5年）であり，計画前期の最終年度である2022（令和4）年度に計

画の中間見直しを実施することとしています。

※ 計画の内容については，第１回懇話会でご説明したとおりですが，再度資料を

同封しておりますので，ご確認ください。

※ 経営理念

◆ 使命（ミッション）

地球の限られた資源である「水」を守り，「水」にこだわり，「水」を通

じて，お客様に最良のサービスを提供し，快適な生活環境を確保するととも

に，未来に向かって地球環境の保全に貢献します。

◆ 将来像（ビジョン）

「顧客重視」「安心給水」「適正処理」

「安全確保」「環境保全」「信頼経営」
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２ 経営戦略（H29）
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・上下水道事業の概要

・将来の事業環境

・収支バランスの確保に向けた
改善策

・投資・財政計画に未反映の取
組や今後検討予定の取組の概
要

・経営分析

経営戦略の
内容

投資・財政計画

・投資試算
・財源試算

経営戦略の策定イメージ

２ 経営戦略

「経営戦略」とは，国の「経営戦略策定・改定ガイドライン」に基づき，各公営

企業が作成する，将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経

営計画です。本市は2017（平成29）年度に策定し，2026（令和8）年度までの10年

間を計画期間としていますが，「経営戦略」は策定して終わりではなく，毎年度，

進捗管理や計画実績との乖離検証を行い，ＰＤＣＡサイクル（「計画策定（Plan）

－実施（Do）－検証（Check）－見直し（Action）」のサイクル）を確立させ，３

～５年ごとの改定が必要とされています。

人口減少や大規模災害の多発，施設の老朽化等，上下水道事業を取り巻く環境が

厳しくなっている中，地球温暖化への対応や業務運営の効率化に向けたＩＣＴ活

用・ＤＸの推進など，更なる変化の動向を的確に捉える必要があることから，第２

次基本計画と同様，令和４年度に，新たな視点を踏まえた経営戦略改定を実施しま

す。
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３ 投資・財政計画
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投資計画 財政計画

施設・設備
に関する現
状把握・分
析をし，将
来の投資見
通し（支出）
を試算

料金収入等
の適切な現
状把握・分
析をし，将
来の財源見
通し（収入）
を試算

⇒ 支出と収入のバランスが
取れた形で作成

・ 計画期間は基本１０年以上。

・ 計画期間にかかわらず，将来の試
算は，３０～５０年超かつ複数パターン
で行い，その推計結果及びそれに基
づく長期目標を設定。

・ 期間内に収支均衡した形で策定し，
収支均衡させるために必要な取組方
針を明示。

３ 投資・財政計画

経営戦略の中心となるのは，「投資・財政計画」です。

「投資・財政計画」は，「今後，施設や設備を維持したり，更新したりするため

に，どれくらいの費用がかかるだろう」などといった『支出（投資）』と，「今後，

人口減少が進む中で，事業を運営してくためのお客様からいただく上下水道料金は，

どれくらい見込めるだろう」などといった『収入（財源）』を試算するものです。

「投資・財政計画」の計画期間は10年以上を基本としていますが，「試算は可能な

限り長期間（原則として30 年から50 年超）かつ複数の推計パターンで行い、その

推計結果及びそれに基づく長期目標を設定すること」とされております。

また，支出と収入のバランスが取れた計画とする必要があるため，「20年後には，

支出が収入を上回って赤字になってしまう！」といった試算になった場合，どうし

たらその収支ギャップを解消できるかを，検討しなければなりません。

例えば，「人口減少に伴い，給水量も減少してきたので，浄水場を統廃合して，

維持管理にかかる費用を削減しよう」といったことや，「事務処理などを他市町村

と共同委託して，効率化を図ろう」といったことを，経営戦略に盛り込みます。

投資・財政計画を策定することにより，長期的な経営状況を的確に把握し，事業

目標を達成する上での経営上の課題を浮き彫りにすることができるのです。
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４ 見直しのポイント（１）ー１

・上下水道事業の概要

・将来の事業環境

・収支バランスの確保に向け
た改善策

・投資・財政計画に未反映の
取組や今後検討予定の取組
の概要

・経営分析

経営戦略

投資・財政計画

・投資試算
・財源試算

・上下水道事業の概要

・将来の事業環境

・基本計画の概要

・基本計画の目標と施策の体
系

・施策・事業の推進

・基本計画の推進体制

第２次基本計画） 長期的な収支バランスの確保によ
り，事業の実現性を担保

目標達成に必要な事業費を反映

事業の優先化・重点化による財源
負担の平準化

財源確保策の具体化

共通

４ 見直しのポイント

（１）第２次基本計画と経営戦略の統合

「第２次宇都宮市上下水道基本計画」と「経営戦略」は，策定年度が異なること

から現在別々に存在していますが，改定年度をそろえて一本化を図ります。局の施

策・事業を推進するという「攻め手役」の基本計画と，持続可能な経営基盤を確立

するという「守り手役」の経営戦略を統合することで，目標達成と健全経営のバラ

ンスを最適化し，より実効性の高い計画を目指します。

例えば，「企業債」というお金で考えてみます。「企業債」とは，古い管を新し

くしたり，施設を作ったりするときに借りるお金で，毎年返済していくものです。

上下水道局では，その返済期間を30年に設定しています。

第２次基本計画の見直しにおいて，「古い水道管の更新を，現在は年間10km実施

しているところ，もっとペースを早めて，年間20km実施しよう！」と設定したとし

ます。その財源として，企業債も２倍に増やして借り入れた場合，「返済完了（30

年後）まで収支バランスが確保できるか」と長期的な影響を見ることで，「古い水

道管を年間20km新しくする」という目標が実現可能かどうかを確認することができ

ます。
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４ 見直しのポイント（１）ー２

6

経営戦略

（投資・財政計画）

（第２次）

基本計画

個別計画

実施計画

予算

１年 ５年 １０年 ２０年 ３０年 ５０年

長
期
的

短
期
的

長期的な経営の考え方と収支バランス
の確保策【方向性】

今後の本市上下水道の進むべき方向を
見据え，事業を計画的かつ効果的に推進
するための中期的な計画【施策・事業】

基本計画を遂行していくため
の分野別計画【具体的取組】

単年度の見積り
【具体的取組の
実施】

毎年度の
見直しを踏
まえた事業
費の積上げ

個別事業を遂行していくた
めの短期的な目標や計画
【具体的取組のローリング】

将来目標を
達成するた
めの事業の
反映

具体的取組
の反映

事業実施年
度や事業費
の算出

当該年度の
事業費の反
映

ＰＤＣＡサイ
クルの確立

さらに，局では第２次基本計画・経営戦略を具現化していくうえで，個別具体的

な計画を策定しながら事業を推進しています。それらを図式化すると上記のように

なります。

対象期間の長い順に上から並んでいますが，それぞれが連動し，それぞれに整合

性があります。今回の見直しに合わせて関係する個別計画も必要に応じた見直しを

行いながら，50年・100年先を見据え，30年後のあるべき姿や，10年後の取り組む

べき優先課題を整理していきます。
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４ 見直しのポイント（２）

人口減少

新型コロ
ナウイルス
感染症

ＳＤＧｓ ＤＸ

脱炭素化

４ 見直しのポイント

（２）現状分析と新たな課題の整理

今回は中間見直しですので，現在の目標達成度を評価し，順調であれば継続，遅

れがあるようであれば事業手法や目標値の見直しという時点修正を基本と考えてい

ます。ただし，ＳＤＧｓ，脱炭素化などといった社会環境の変化を踏まえ，新たに

対応すべき課題については，施策・事業を追加します。
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５ 検討体制

8

＜局内検討組織＞                         ＜局外検討組織＞ 

          

                               

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【事務局】 経営企画課 

経 営 会 議 

審議・報告 

ワ ー キ ン グ 
計画案の検討，連絡調整 

＜本 庁＞ 随時，進捗報告 

行政経営部：財政課 

総合政策部：政策審議室 

※併せて関係部署へ進捗報告 

利用者の意見の聴取 

 

管 理 者 協 議 

策 定 委 員 会 
ワーキング検討の計画案の策定 ○ 市民意識調査の実施 

改定計画基礎資料として，広く

利用者の意識等を把握 

○ パブリックコメントの実施 

改定計画の素案について，広く利用

者等からの意見を聴取 

意見 

聴取 

（ＳＮＳ等の活用を検討） 

上下水道事業懇話会 

改定計画に関する意見聴取 
意見 

聴取 

５ 検討体制

（１）局内検討組織

ワーキングを設置し，検討結果を策定委員会において協議するものとし，改定方

針や計画素案など局としての意思決定が必要な内容については「経営会議」におい

て協議します。

（２）局外検討組織

上下水道事業懇話会を開催し，皆様から計画改定に関する御意見をいただきます。

また，本庁組織においては，随時，関係部署に進捗状況を報告します。

利用者の意見聴取としては，市民意識調査，パブリックコメントを実施します。
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年度

月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

経
営
戦
略

第
２
次
基
本
計
画

個
別
計
画

令和3年度 令和4年度

市民意識調査
※準備・実施・分析・反映

パブリックコメント

○計画素案

の作成

○計画案の

作成
○骨子案の作成

○庁議

報告

策
定
委
員
会
設
置

ワ
ー
キ
ン
グ
設
置

○実績評

価・課題抽

出

○市民意

識調査票

の作成

○30年目標設定

○投資試算

○課題抽出・効率化の検討

○財源構

成の検討

○財源試

算

○投資以

外の経費

の効率化

の検討

局実施計画

○30年後のある

べき姿を見据えた

計画期間・目標値

の設定

○個別計画の作成

第２次基本計画と経営戦

略の統合

６ スケジュール

６ スケジュール

懇話委員の皆様には，赤枠で囲まれた「骨子案の作成」，「計画素案の作成」，

「計画案の作成」の際に，御意見をいただきたいと考えています。
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